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研究成果の概要（和文）： 本研究では，国際財務報告基準（IFRS）の導入に対する各国の姿勢に応じて，「中小企業
版IFRS」の導入に対する各国の対応も異なっていることが明らかとなった。
 本来，各国の会計制度は各国の企業文化（会計文化）に深く根ざしている。とりわけ，中小企業の会計制度（企業会
計の慣行）は，その色彩がきわめて強い。本研究では，IFRSを導入した先進諸国（地域）であっても，その多くが「中
小企業版IFRS」を適用することなく，自国基準を尊重している実態が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：  In this study, according to the posture of each country over introduction of  IF
RS (International Financial Reporting Standards), it became clear that the correspondences of each country
 to introduction of "IFRS for SMEs(Small- and Medium-sized Entities" differed. 
  Originally, the accounting system of each country has a close relation to the corporate culture (account
ing culture) of each country. The accounting system (the custom of business accounting) of SMEs especially
 has a close relation to the accounting culture of each country. In this study, it became that many advanc
ed nations (or area) which introduced IFRS had simplified their own traditional accounting standards as ac
counting standards for SMEs, without applying "the IFRS for SMEs". 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

本研究の学術的背景をなしているのは，国

際財務報告基準(IFRS)導入の波が引き起こ

している各国の会計制度改革の大きな「うね

り」（ダイナミズム）である。このような制

度改革のダイナミズムに呼応する形で，国際

会計基準審議会（IASB）は 2009 年 7月に「中

小企業版 IFRS」(IFRS for SMEs)を公表した。

これは，IASB が公表した単独のグローバルな

「中小企業向け会計基準」である。この「中

小企業版 IFRS」は，「完全版 IFRS」(full IFRS)

とは切り離されており，その採用と適用企業

については，各国の判断に任されている。 

 他方，わが国で中小企業会計が重要な研究

課題として認識されたのは最近のことであ

る。制度的には，2005 年 8月に，日本公認会

計士協会・日本税理士会連合会・日本商工会

議所・企業会計基準委員会の４団体から，「中

小企業の会計に関する指針」（以下では，「中

小指針」という。）が公表された。これは，

会社法上，「一般に公正妥当と認められる企

業会計の慣行」（会社法 431 条）の１つとさ

れる。しかし，この「中小指針」は「大企業

（公開企業）向け会計基準」を簡素化したも

のであり，かなりハイレベルの会計基準であ

ることから，これに準拠している中小企業

は，わずか 14.7％に過ぎないとされる。 

 また，企業会計審議会は 2009 年 6月に「我

が国における国際会計基準の取扱いについ

て（中間報告）」を公表し，IFRS 導入のロー

ドマップを提示する一方，中小企業について

は，「IFRS 導入のニーズは低い」としている。

しかし，中小企業が IFRS を積極的に導入す

るニーズは乏しいとしても，叙上のように，

わが国では，「一般に公正妥当と認められる

企業会計の慣行」を介して，IFRS が中小企業

会計に大きな影響を与える可能性は否定で

きない。 

 本来，各国の会計基準（会計制度）は各国

の固有の文化（風土）に根ざしており，「地

域性」(ローカル性）を有している。したが

って，国際文化としての IFRS は，地域文化

としての各国の会計基準とは調和できない

性質を有している。そのため，IFRS 導入によ

って，各国の会計基準の国際的統合化を中小

企業にまで強いることが，各国の中小企業を

活性化させ，真の経済発展を促進させるもの

であるかどうかを，学術的側面から総合的か

つ体系的に検討する必要がある。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，IFRS 導入が各国の会計基

準，とりわけ中小企業会計基準に与える影響

に焦点をあて，「中小企業の属性」と「会計

基準の地域性（ローカル性）」をコア・コン

セプトとして，各国の会計制度改革のダイナ

ミズムを，理論，制度および実態の３側面か

ら調査・研究することにある。本研究の具体

的な研究課題は，次の３つである。 

(1) 第１の研究課題は，「中小企業版 IFRS」

の特質を理論的に分析することである。

「中小企業版 IFRS」は「完全版 IFRS」

のうち，①中小企業との関連性が乏しい

項目を削除し，②会計方針の複数のオプ

ションについては単純なオプションを

指示する形で，その簡素化が図られてい

る。本研究では，「完全版 IFRS」の基本

コンセプト（諸概念と諸原則）を整理・

体系化し，「中小企業版 IFRS」がその「何

を」，「どのように」，「いかなる根拠」

で簡素化しているかを，理論的に分析す

る。 

(2) 第２の研究課題は，各国の中小企業会

計基準の特質と会計制度改革のダイナ

ミズムを浮き彫りにすることである。か

かる研究課題は，本研究の核心的な部分

をなしており，IFRS 導入が各国の中小企

業会計基準にいかなる影響を与えてい

るかを，詳細かつ体系的に考究する。本

研究では，研究対象を，(a)ＥＵ諸国，



(b)北米・豪州諸国，(c)アジア諸国，お

よび(d)日本の４つのグループに分け，

IFRS 導入が各国の会計制度改革に与え

るダイナミズムの現状を浮き彫りにす

る。 

 (3) 第３の研究課題は，わが国の「ある

べき会計制度」の提言である。叙上のよ

うに，わが国の会計制度上，IFRS 導入が

中小企業会計に影響を与えることは否

定できない。上記(1)・(2)の研究成果を

踏まえ，わが国の中小企業の活性化と

「元気な日本復活」のために，わが国の

会計制度はいかにあるべきかについて，

その理論モデル・制度モデルを提言する。 

 

３．研究の方法 

本研究は，理論・制度・実態が三位一体と

なった総合研究である。まず，平成２３年度

では，IASB の「中小企業版 IFRS」および各

国の中小企業会計基準について，文献研究と

実地調査に基づく理論研究から着手した（理

論研究）。次に，平成２４年度は，文献研究・

実地調査を継続するとともに，IFRS 導入が各

国の会計制度改革に与える影響（各国の会計

制度改革のダイナミズム）を浮き彫りにした

（制度研究）。そして，平成２５年度は，わ

が国および主要諸国で，「IFRS 導入が中小企

業に与える影響」について実態調査（実態分

析）を実施し，平成２３年度・平成２４年度

の研究成果を踏まえて，わが国の「あるべき

会計制度」のモデルを提示した（提言）。 

 

４．研究成果 

本研究の研究成果は次のとおりである。 

(1) 第１の研究課題「中小企業版 IFRS の

理論的分析」（理論研究）では，IASB お

よび各国（EU 諸国，北米・豪州諸国，ア

ジア諸国）を対象として，本研究の基盤

となる中小企業会計基準と会計制度に

関する文献研究および面談調査により

本件研究の基盤整備が図られた。本研究

では，会計行為の「入口・プロセス・出

口」の３つの側面から，①「入口面にお

ける記帳の重要性」，②「プロセス面に

おける確定決算主義の維持」，③「出口

面における限定されたディスクロージ

ャー」という，中小企業会計の理論的特

質が抽出された。 

(2) 第２の研究課題「各国の中小企業会計

基準の特質」（制度研究）では，各国の

会計制度改革のダイナミズムの実態を

分析するため，研究代表者および研究分

担者を，各国（EU 諸国，北米・豪州諸国，

アジア諸国）に派遣することを通じて，

各国の研究協力者との連携体制の確立

が図られた。具体的には，英国，ドイツ，

フランス，米国，中国，台湾，韓国，シ

ンガポール，マレーシア，フィリピン，

オーストラリアの各国について，研究代

表者および研究分担者が派遣され，各国

の中小企業会計に関する詳細な実態が

浮き彫りにされた。本研究では，大企業

会計（公開企業会計）とは異なる中小企

業会計の制度化が調査対象国でも重要

な課題として認識されている実態が明

らかとなった。 

(3) 第３の研究課題「わが国のあるべき会計

制度」（提言）では，各国の中小企業の

会計制度に関する研究成果を踏まえ，わ

が国の会計制度のあり方を学会等で報

告を行った。本研究では，わが国の会計

制度（会計基準）は，「国際会計基準」

(IFRS)の導入（アドプション）により，

徐々にその独自性を失いつつあること

から，「国内資本市場の場」で資金調

達や事業展開を図る企業（とりわけ，

中小企業）は，IFRS の影響が及ばない

ような制度設計が合理的であるとの結

論に至った。なお，本研究の成果を広く

国民・社会に還元するため，現在，刊行



物として大手出版社から出版する準備

を進めている。 
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